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姻虫卵の経気道感染に関する研究

(2) 畑虫卵主土壌との関係について

中山クニ子 －

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 33年 2月14日受領）

まえがき

さき：て在、く1956）は9Ulil虫卵が気！！望質〔aerosol)としと

の性状ちもつことを，その7.kI I I沈降速度の面から論じた

が，こ：iJと簡唱；こいえば，助11虫卵は物理的；こ塵壊のよう

な白がになり得る，ということで？る。この理論的帰結

だげに止らず，実地上からも，西村（1952），今国（1953),

小村； (1955）らによって，土壌；J座挨「f1にj胴虫卵の存在

する事実告示さ礼てい乙。しかし胴虫卵が土壌粒子とど

のよ C：二附着するものか，また附j{fすと，ことなく単に混

在す4王之〉か，というような分.(jjの九体的状態：こ至つて

は， でだ明らかにされておらない。いづれにしてヰとの

問題について調べておく亡とは，こjl bの畑虫卵が風！主

として飛/j-'｛す£場合を論ずるとき，どにいてはその風）主感

染の有無三論ずるときに，欠かすことのできない資料全

与λ4ふみて子ろう。 ζのような目的から，在、は胴虫卵

と土壌0附者問題を実験的に観察すべく ，各種肘径の土

壊粒子と助11.ffi卵三一定率に混合し，相互の附着状況を検

討してみたので，三〉にその大要を報告する。

実験材料および方法

フミ験材料

a. 胴虫卵について

－~f民 lドミう人帥l虫卵を長野（1954）の方法によ り採集し

て使用 ＇..：：：：。ま，で豚抑l虫子宮卵は私（1958）の方法によ

って処理す乙と，形態的にも物理的にも，糞便中の人畑

虫卵：二酷似し之状態のものにすることができるので，併

用 レこ成績士比較した。 とれら ~u1n虫卵は，いづれも一定

波j立の浮遊液；こして使用 した。

KUNIKO NAKAYAMA: Studies on experimental 

ascaris infection through respiratory tract. (2) On 
the relationship between ascaris e邸 s and soil 
(Department of Parasitology, National Institute of 

Health, Tokyo) 

b. 土壌杭子について

代表的土壌 として，良村；省良業佼術研究所上1哀日f究室

よりう〉与さ札J

およつtノミ原B2の二種Jと使用 し／モ。 六原A1は壌 上nて 5～

7cmの深さかb，六原B2は粘土質て、31～51αnの深さ

から，いづ.！ Lと採取さ.：1えものである。との二種の毛の

l!Ji百別法およいF沈澱？去、どつぎのような均一粒径の屯のに

選別した。

六原 A1

六原 B2

1.0～ 0.5 mm) 

0.5～ 0.25 mm｝筒別法による。

0.25～ 0.1 mmJ 

1.0～ 0.5 mm) 

0.5～ 0.25 mm｝筒別法によ之。

0.25～ 0.1 mmJ 

0.1～ 0.02 mm) 

0.02～ 0.002mm｝沈澱法による。

く 0.002mm l 

c. ビニール球について

uJ；径平均80ミクロン，比屯 1.190てt:'.6。公衆衛生院

寄生虫部て，抑1出卵の代用として実験的に経口投与する

ために試作さj‘’三ミの〉一部！と分与してもらっ／－：。

実験方法

附着実験合大別 してつぎのように， Mn！虫卵~!Uからみ，と

場合と土壌！l!Uか与八；と場合とのこ群に分けた。

a. ；散布さJl1ヒ虫卵Ill~ かむム、こ ， その幾00が上接杭子

に附ぷー し，幾0o f); pf•b汁よず上壌粒子rruに単独に介庄する

かを検索す-i,c ，との万法 として，／J＼型 シャーレ（正一（径

2.0cm，深さ l.2cm〕に し壊粒子士記I~ し ， 乙の点面に

虫卵浮跡液〈と均等に撒（1iして： 5ll問実験室内に放置後，

シャーレの1，，火部内容色l狩かにスライドグラス上に移し

て，f9;rn1顕微鋭下：二虫卵ごと任意に 100ケ観察L, k壌に

附着していζものと附加して いないもの との数そ調べ
日

モν。
b. 土壊awからぷて，一定数の土壌粒子生任意に観察

( 25 ) 
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ン， t，れぞれの土壌粒子に附着し、こいる虫卵数のヒスト

グラム全作ってみる。その方法として，中型シャーレ

（店径 5.5cm深さ l.6cm）に土壊粒子を 2g，虫卵液

2 cc，よく均等に混合して拡げ， 5日間実験室内に放置

後，このシャーレを解剖顕微鋭下において任意の土壊粒

子 100ケを観察し，それぞれの土壌粒子に附着している

虫卵数を調べる。

実験および結果

(1) 前記の実験方法aにより ，土法粒子に撒布し

た虫卵の うち幾%が土壊粒子に附・着するか，を調べたの

が第I表である。との結果によれば，土壌の質及び粒径

第1表土壌粒子に撒布した畑虫卵の土壌

粒子に対する附着率
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を選ばず， 土壌粒子に附着した ~!Jiil虫卵は全胴虫卵の大約

90%を占めてをり，とのととか己ムて，姻虫卵は土壌粒

子ピ附着しやすいものと考えられる。 〈人胴虫卵の場合

に，六原A1に対する附着実験の結果が表示されていない

が，とれは人畑虫卵と六原A1の杭子とが同じような色調

て区別しにくいために，確実な結果が得られなかった疋

めである。〉またとの附着率の上から人削虫卵と浸漬液

処理l原胴虫卵とのi自に有意差は九ら.ilない。さらにとの

点在明らかにするために，つぎの実験を行った。

(2) 実験方法bにより，土壌側からみた人畑虫卵

および浸漬液処理畑虫卵の士壊粒子に対する附芦状態全

実験し〆七結果が第 1図てあゐ。この成績によっても，同

州虫卵のrmに有意差はhらJしない。したがってこのよう

な附着実験においても，私の方法によって処理した豚胴

虫子宮内卵は，糞便中の人胴虫卵の代りに充分使用でき

るものと考えられる。よって以下の実験においては，すべ

てこの浸漬液処理虫卵を単独に使用し，モ。一つには材料

入下の便宜上から，二つには観察に具合がよいからでも

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻・第 5号
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第 1図 土壌側からみた糞便中人胴虫卵および浸漬

液処理豚姻虫卵の土壌粒子に対する附着状態

横軸は 1個の土壌粒子に悶着した虫卵数，縦軸は土

壌粒子の数
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争＿＿..＿ .... 0.5、0.ZSmmI担虫卵の附着目え底
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第2図 ビエー1レ球と浸漬波処理豚畑虫卵

との土壌粒子に対する附着状態の比較

横軸は 1個の土壌粒子に附着した虫卵数，縦軸は姻

虫卵を附着した土壌粒子の数，虫回虫卵およびビュ－

Jレ球の浮挽液濃度は共に約 15,000個fee

( 26 ) 
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しりら。

(3) 畑虫卵対土壌粒子の附着において， Ill虫卵自

身の附芦力よりもむしろ土壌粒子の吸着力の方が主役を

果しているのではないか，との見方も一応成り立っとこ

ろである。との点を明かにするために，それ自俸はほと

んど附着力をもたないピニール球を使用して，実験方法

bにより同じく土壌粒子に対する附着実験を試み，畑虫

卵を使用した場合の成績と対比したのが，第2図であ

る。 ζの結果によれば，畑虫卵はピニール球の 7～10倍

もの附着状況を示している。即ち畑虫卵が土壌粒子に附

着する際には，土壌粒子の吸着力よりも，畑虫卵自身の

附着力がつよく働くと考えられる。胴虫卵側からみた附・

着率に対し，土壌粒子の粒径および質はほとんど影響し

ない，という実験（ 1)の結果も，とのことを裏づける

ものであろう。

(4) 実験（ 1)において，土壌粒子の質は，胴虫

卵側からみた附着率に影響しなかったが，とれを土壌側

からみるとどうであろうか。実験方法bによってとの点

を調べてみると，第 3図のような結果になる。即ちとの

成績によっても，壌土質か粘土質による差はみられな

い。なおこの実験において，畑虫卵浮説液の濃度が異る
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第 3図 土壌側からみた六原Ai(壌土質）および

六原B2（粘土質）に対する畑虫卵附着状態の比較

横軸は 1個の土壌粒子に附着した虫卵数，縦軸は蜘

虫卵を附着した土壌粒子の数，撒布した姻虫卵は浸

漬液処理虫卵を使用
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場合を比較してみたが，濃度の高いものの方が，土壌粒

子1個当りの附着数が多い。これは附着のチャンスの問

題であり，当然の結果と考えられる。

(5) 実験（ 1)において，土壌粒子の粒径も， l町

虫卵則からみた附着率に影響しなかったが，これを土壌

唄ljからみた成績は第2図に示されている。即ち粒径の大

きい方が，土壌粒子1個当りの附着数が多いという結果

を示している。これもまたチャンスの問題として当然考

えられるととろであろう。

(6) 畑虫卵より小さい粒径の土壊粒子の虫卵に対ー

する態度を，実験方法bによりしらべたととろ，とれら

の土壌粒子は，虫卵の全表面に塗布されたように密集し

ていた。

考 按

以上の実験結果を綜合して考察してみると，つぎのよ

うな結論に到達アる。

i. 刺虫卵は土壌粒子によく附着する。

ii. とれは姻虫卵自身の附着力によるものである。

iii. との阻虫卵の附着力に併せて，土壌粒子との接触

頻度が附着の多少に影響する。

なおこの附着力の本体については，畑虫卵蛋白膜の躍

質学的な物理性状に由来するものと考えられる。実際上

において，例えば耕作地に畑虫卵を含んだ人糞肥料が撒

布された場合などでは，土壌と畑虫卵の関係を，との実験

験のような規格的な要因て解析するととは勿論できない

わけで，複雑な諸条件が当然介入してくるであろう。乙

れらの諸条件については，改めてと〉に列挙してみるま

でもあるまい。しかしながらとれらの場合においても，

上記の実験的結果は基本的に満足されるものと考えて

さしっかえないであろう。さらに重要な問題は，土壌粒

子に附着した畑虫卵が，そのま〉風塵になり得るかどう

か，または容易に離れて単独に行動させられるものかど

うか。 ということであろう。との問題を解決するために

は，姻虫卵の土壌粒子に対する附着力の強さを知るとと

が必要となってくる。とのととについては，稿を改めて

論及するつもりである。

要 高句

実験的にみて， l刺虫卵は土壌粒子によく附着する。乙

れは畑虫卵自身の附着力によるものである。

稿を終るにあたり，終始御懇篤な御指導と御校聞を頁

きました予研寄生虫部長小宮博士に心からの感謝を捧げ

ますと共に，土壌を分与頂きました農林省農業技術研究

( 27 ) 
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見Ff化学部土壌研究室江川文治技官に謝意を表します．
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Summary 

Experimentally, ascaris eggs were found to 

adhere well to soil particle. This adhesion is 

caused by the property of the eggs themselves. 
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